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第
47
回
在
京
白
堊
会
総
会
は
、
５

月
９
日
（
土
）
に
昨
年
と
同
様
、
御

茶
ノ
水
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
幹
事

は
昭
和
58
年
卒
が
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は『
立
ち
上
が
れ
、

白
堊
の
健
児
』で
す
。
一
高
卒
業
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
一

高
生
を
幅
広
く
取
り
上
げ
て
ご
紹

介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。『
あ

の
人
が
一
高
生 
!?  

同
期
は
知
っ
て

い
る
け
ど
、
先
輩
・
後
輩
は
知
ら

な
か
っ
た
』
と
い
う
人
、
意
外
と

い
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
同
窓
生
を

み
ん
な
で
応
援
す
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
『
聞
け
、
一
高

健
児　

魂
の
歌
（
ノ
ナ
マ
ニ
サ
～

Ｊ-

Ｒｏ
ｃ
ｋ
）』
を
ご
披
露
し
ま
す
。

５
年
振
り
（
？
）
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
ご
期
待
下
さ
い
。

　

総
会
に
先
立
つ
講
演
会
は
、
今

年
も
二
部
構
成
で
す
。
第
一
部
で

は
、
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
（
昭

和
58
年
卒
）
に
『
復
興
の
今
、
復

興
の
未
来
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
お

話
頂
き
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
５
年
目
を
迎
え
、
震
災
復
興
も

実
行
フ
ェ
ー
ズ
は
ま
さ
に
こ
れ
か

ら
。
故
郷
岩
手
の
向
か
う
方
向
性

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
二
部
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

者
と
し
て
活
躍
中
の
原
田
智
子
さ

ん
（
昭
和
58
年
卒
）
に
よ
る
演
奏

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

年
に
一
度
の
在
京
白
堊
会
総
会
・

懇
親
会
は
、
在
京
だ
か
ら
こ
そ
故

立
ち
上
が
れ
、白
堊
の
健
児

５
月
９
日（
土
）
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催

在京白堊会
2015総会

日   時：５月９日（土）
　　　   講演会 15 時～／総会・懇親会 16 時～
　　　    受付開始 14 時 30 分より
場   所： 東京ガーデンパレス（03-3813-6211）
            （文京区湯島 1-7-5）※昨年の会場と同じです。
参加費：一般8,000円／学生・院生1,000円
                     （但し、社会人・主婦の院生は一般扱い）

※会場で在京白堊会平成27年度年会費
　（2,000円）を受け付けます。

● Webでの在京白堊会総会・懇親会へのお申し込みは
https://47th-zaikyohakuakai.doorkeeper.jp/events/19686

第47回在京白堊会総会・懇親会開催概要

講演会とヴァイオリン演奏のご案内

講　演：「復興の今、復興の未来」
講　師：達増拓也（たっそ たくや／Ｓ58年卒）

　　　　　　　　　　　昭和 63 年３月　東京大学法学部卒業
　　　　　　　　　 昭和 63 年４月　外務省入省
　　　　　　　　　 平成 ３年３月　米国ジョンズ・ホプキンス大
                                      学国際研究高等大学院修了
　　　　　　　　　　  外務省大臣官房総務課課長補佐等を歴任
　　　　　                平成 ８ 年10月　衆議院議員（連続４期当選）
　　　　　　　        平成 19 年 ４月　岩手県知事（現在、2 期目））
ヴァイオリン演奏：原田智子（はらた  ともこ／Ｓ58 年卒）

東京藝術大学器楽科卒業。同大学院修士課程
終了。1989～1990年、国際ロータリー財団奨
学生として Royal College of Music に留学。
在学中最優秀の成績にて A.R.C.M.Honous を
取得。第 3 回日本室内楽コンクール入賞。
1998 年よりオーケストラ ･ アンサンブル金沢
のヴァイオリン奏者となり、現在に至っている。

郷
を
遠
く
離
れ
た
東
京
で
当
時
を

懐
か
し
み
、
岩
手
・
盛
岡
に
思
い

を
寄
せ
る
貴
重
な
機
会
と
な
る
で

し
ょ
う
。
参
加
さ
れ
た
皆

様
方
に
、『
来
て
い
が
っ

た
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
心
安
ら
ぐ
会
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
同
級
生
・
先
輩
・

後
輩
な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
け
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
昭
和
58
年
卒
幹
事
団
）

お 願 い

昨年の総会より

今年度の幹事、58年卒の皆さん（昨年総会の幹事引継ぎセレモニー）

昨年の懇親会風景

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
平
成
27

年
度
年
会
費
２
０
０
０
円
の
お

振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
振

込
は
な
る
べ
く
、
窓
口
で
は
な

く
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
下
さ
い
。

会場地図
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在
京
白
堊
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
恙
な

く
お
過
ご
し
の
事
と
拝
察
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
言
う
言
葉

に
あ
る
よ
う
に
、
本
会
は
昭
和
44
年
工
藤

祐
正
先
輩
を
代
表
世
話
人
と
し
て
有
志
の

方
々
が
集
い
、
年
次
ご
と
に
校
歌
を
歌
い

楽
し
く
歓
談
し
た
の
が
最
初
で
し
た
。
爾

来
46
年
が
過
ぎ
、
あ
と
４
年
で
50
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
は

り
大
き
な
節
目
で
あ
り
、
本
会
を
守
り
育

て
て
頂
い
た
先
人
た
ち
へ
思
い
を
致
し
、

ま
た
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
い
人
た

ち
へ
の
激
励
を
込
め
、
在
京
白
堊
会
「
50

周
年
記
念
実
行
準
備
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
幹
事
会
に
お
諮
り
し
了
解
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
こ
の
準
備
委
員
会
の
中
に
記

念
式
典
、記
念
講
演
会
、記
念
誌
編
集
等
々

の
分
科
会
を
発
足
さ
せ
検
討
を
行
う
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
も
是
非
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

在京白堊会 
内村泰会長（S39卒）

在京白堊会　内村 泰 会長メッセージ

在京白堊会50周年に向け
白堊同窓のいっそうの結束を！

ク
ラ
ブ
活
動
参
加
者
募
集

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
─
─

７
月
11
日
（
土
）
開
催

　

第
11
回
目 

「
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス

会
」
を
、
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま

す
。
例
年
は
６
月
開
催
で
し
た
が
、

今
年
は
７
月
開
催
と
な
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
： 

平
成
27
年
７
月
11
日
（
土
）

　

受
付　

11
：
30
よ
り

　

開
始　

12
：
00
～

場
所
：　

Sun-m
i

（
サ
ン
ミ
）
高
松

７
丁
目
店
（
昨
年
と
同
じ
場
所

で
す
）

　

中
央
区
銀
座
７
丁
目
13–

20

　
銀
座
中
村
ビ
ル

 

・
電
話
０
３–

３
５
４
６–

８
１
８
１

 

・
地
下
鉄
銀
座
駅
・
東
銀
座
駅
か
ら

徒
歩
５
分

会
費
：
￥
５
，
０
０
０

ゲ
ス
ト
：
未
定

　

詳
細
は
追
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
白

堊
レ
デ
ィ
ス
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。（
40
年
卒 

戸
来
ソ
ウ
子
）

　

恒
例
の
「
歌
の
祭
り
」
を
下
記
要

領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
演
奏
さ
れ

る
方
、
拝
聴
さ
れ
る
方
い
ず
れ
も
大

昨年の「在京白堊レディス会」（2014.6.11）

第
13
回
歌
の
祭
り
─
─

８
月
２
日
（
日
）
開
催

歓
迎
で
す
。
皆
様
全
員
で
懐
か
し
い

歌
の
斉
唱
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
曲

の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
め

て
参
加
の
方
も
振
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
：
平
成
27
年
８
月
２
日
（
日
）

12
時
～
17
時

場
所
：「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」
渋
谷
区
笹

塚
１–

61–

８ 

ホ
テ
ル
ル
ガ
ー

ル
１
階
に
併
設 

電
話
０
３–

３
３
７
５–

１
４
７
４

ア
ク
セ
ス
：
京
王
線
、
京
王
新
線
の

笹
塚
駅
北
口
※
駅
前
の
甲
州
街

道
（
20
号
線
）
沿
い
に
調
布
方

面
へ
徒
歩
５
分
程
。

※
当
日
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
唱
さ
れ
る

方
、
楽
器
の
演
奏
を
さ
れ
る
方
は
お2015年２月15日（日）、26 名が参加し「ブルーティ」で開かれた第12回「歌の祭り」

個人戦優勝の戸田さん（写真右端）と、団体戦優勝の皆さん

一
人
２
曲
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
：
５
千
円
（
食
事
、飲
み
物
代
）

申
し
込
み
先
：
35
年
卒 

大
内
秀
之

　

civ04580@
rio.odn.ne.jp

　

〒
２
４
５–

０
０
６
２　

横
浜
市

戸
塚
区
汲
沢
５–

30–

５　

電
話

０
４
５–

８
６
４–

３
２
１
５

ク
ラ
ブ
活
動
報
告    

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
─

優
勝
は
混
成
チ
ー
ム
Ａ

　

第
12
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
昨
年
10
月
24
日
（
金
）、
前

年
度
優
勝
の
疾
風
会
（
Ｓ
42
年
卒
）

が
幹
事
と
な
り
、
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
竜
ヶ
崎
で
開
催
さ
れ
、
年
次
対
抗

戦
、
個
人
戦
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

40
年
卒
お
よ
び
42
年
卒
が
２

チ
ー
ム
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
年
次
対

抗
戦
の
結
果
は
鈴
木
昭
久
（
Ｓ
20

（
※
７
面
に
続
く
）
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▲伊東明子（S50卒）〈八幡平〉
▲三浦千波（S50卒）〈渓 流〉

▲伊藤馨一（S52卒）

    〈清しき家・
　嘆きのザムザ〉

2014 白堊芸術祭

　第 7 回目を迎えた「白堊芸術祭」は、昨
年に続き会場を神田駿河台下・文房堂（ぶんぽう

どう）４階ギャラリーで開催。在京会員以外
の同窓にも出展していただき、大盛況でした。
会場で集合し、そのあと同期会や同窓仲間
との忘年会というパターンも増えてきまし
た。来場者には、会場が広く、ゆっくりくつ
ろぎながら同窓と交流が図れると好評です。
年末恒例の文化祭として、今年も多くの会
員のご出展、ご見学をお待ちしております。

白堊同窓に幅広く呼びかけ
歌唱などイベントなども多彩に

平成26 年12月8日（月）〜13日（土）
会場：文房堂 ４階ギャラリー

（神田駿河台下） 第７回 〈出展リスト〉

12月13日 野口田鶴子（S40卒／中央）「宮澤賢治
と五行歌の朗読」。司会・稲垣裕雄（S38卒／右）。
左は民族楽器プサルテリ演奏の小木曽綾さん。

12月11日「歌の祭り」。大内秀之（S35卒）、阿部克行（S31卒）、
長井ふみ江（S31卒）、早坂光平（S31卒）、南舘英孝（S36卒）、
山本健人（S36卒）、毛利洋子（S41卒）。

12月13日 玉澤健児ミニ・ライブ（S43卒）。
佐々伸（S43卒／右）らも友情参加。

▲みや こうせい（S31卒）〈金羊宮〉
▲村上忠司（S32卒）〈幻想の海〉

▲水原 滋（S50卒）

    〈hakuart #04〉
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▲坂本 務（S44卒）
    〈ポーズ〉

▲宮野谷篤（S53卒）〈秋の中之島〉

▲小野寺長道 （S28卒）   〈雲間の妙高〉▲森 豊彦（S40卒）〈さんさ踊り（茣蓙九）〉

▲藤澤 貢（S61卒）
　 〈写日記 - 2013～2014 -〉

▲南舘英孝（S36卒）〈どれがどの10年？〉

▲三浦宏行（S28卒）
〈南禅寺牡丹文丸額〉

　
淺
沼
榮
一
（
淺
沼
一
道
・
Ｓ
27
卒
）〈
大
獄
大
安
〉

　
佐
藤
法
雄
（
佐
藤
容
齋
・
Ｓ
50
卒
）〈
君
子
之
交
淡
如
水
〉

▲福田 隆（S49卒）〈モネの庭〉

▲小坂蓉子（S38卒）〈大 地〉

▲辻田よね子
（辻やのか・S55卒）〈しずかな森〉

▲村野井徹夫（S35卒）〈ネモフィラの丘〉

▲田部井恭子（S34卒）〈ブルナの手仕事〉

▲吉田昌弘
    （S38卒）〈花 器〉

▲坂本 務（S44卒） ▲千葉祐治（S41卒） 〈夜の梅〉



在京白堊会報　2015年3月（第38号）（５）

▲一戸裕子（S43卒）〈薔 薇〉

▲板倉洋子（S28卒）〈滝沢から見た岩手山〉

▲毛利洋子（S41卒）〈赤い帽子〉 ▲伊藤公雄（S34卒）〈帽子の女〉 ▲及川宣幸（S42卒）〈汝が永遠の岸辺〉

▲橋本時浩（S53卒）〈白 馬〉

▲板倉洋子（S28卒）〈滝沢から見た岩手山〉

▲及川昭伍（S25卒）
　 〈筒描呉須採扁壺〉

▲武田夏実
  （武田素虹・S53卒）

 〈石山切伊勢集〉

▲国分智子（S32卒）
   〈巌手山〉

▲三浦千江美（S53卒）
   〈詠 風〉

▲池上敦子（S50卒）
   〈吹 雪〉

▲戸田忠祐（S20卒）
〈石に生きる春－遠野羅漢－〉

▲小山卓也（S32卒）
　 〈山田船越湾凪ぐ一瞬〉

▲玉澤健児（S43卒）
    〈パラオのウサギ（シマアジ）と
　　　　　　カメ（ナポレオンフィッシュ）〉
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　 坂本美枝子（S45卒）〈クリスマスリース〉

▲佐々木美枝子（S43卒）  〈宙 馬〉▲八重樫誠司（S53卒）

　 〈海中ダンシングシャーク〉

▲高橋修三（S51卒）

〈高田松原奇跡の一本松〉

▲畠順一郎（S41卒）

   〈松本城 白鳥の昼〉
▲柏木宣郎（S36卒）

   〈晩秋：横浜・日本大通り〉

▲紀 章（S56卒）

　 〈Propeller Powers〉

▲平野惠子
（渡部惠子 S53卒）〈いのち〉

▲村谷 尚（S54卒）

〈枯薄とスーパースター〉

▲藤原則子（S51卒）〈グドベキア〉

▲細川久昭（S31卒）

    〈細川久昭写真集 - 小さな窓-から〉

▲伊藤 純（S50卒）〈無題〉 ▲及川 謙（S61卒）

〈槍の穂先へ-インヴィンシ

                     ングル  アルマダ-〉

▲坂上洋子（綾華・S40卒）
    〈シャクナゲ群生〉
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年
卒
）、
金
山
文
彦
（
Ｓ
36
年
卒
）、

間
瀬
隆
男（
Ｓ
36
年
卒
）、吉
田
亨（
Ｓ

37
年
卒
）の
混
成
A
チ
ー
ム
が
優
勝
。

２
位
は
40
年
卒
A
チ
ー
ム
（
阿
部

銀
次
、
江
尻
伸
、
久
保
光
広
）、
３

位
は
疾
風
会
Ｂ
チ
ー
ム（
津
島
隆
一
、

三
沢
一
幸
、
横
藤
明
）
と
な
り
ま
し

た
。

　

個
人
戦
優
勝
は
在
京
白
堊
会
新

副
会
長
と
な
っ
た
戸
田
純
（
Ｓ
48

年
卒
／
Ｇ
Ｒ
Ｓ
95
、
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
20
・

４
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
74
・
６
）、
２
位
は

畠
順
一
郎
（
Ｓ
41
年
卒
／
Ｇ
Ｒ
Ｓ

１
０
６
）、３
位
は
間
瀬
隆
男（
Ｓ
36

年
卒
／
Ｇ
Ｒ
Ｓ
１
０
５
）
で
し
た
。	

　

こ
の
結
果
、
今
年
の
在
京
ゴ
ル
フ

大
会
の
幹
事
は
、間
瀬
隆
男
さ
ん
（
Ｓ

36
年
卒
）
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
参
加
は
年
次
対
抗
が
基
本

で
す
が
、
個
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

個
人
の
場
合
は
、
混
成
チ
ー
ム
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
９

月
発
行
の
次
号
で
日
程
等
詳
細
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。（
文
中
敬
称
略
）

ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
─

篆
刻
美
術
館
を
訪
ね
て

　

白
堊
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
（
ル
・
サ

ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
／
Ｓ
50

年
卒
・
佐
藤
法
雄
代
表
）

は
、
平
成
26
年
11
月
８

日
（
土
）、
古
河
市
篆
刻

美
術
館
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
の
日
本
で
唯
一

の
篆
刻
だ
け
の
美
術
館

は
、
三
階
建
て
の
古
い

土
蔵
を
改
装
し
て
作
っ

た
も
の
で
、
風
情
の
あ

る
古
河
の
名
所
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
６
名
で
、
古
河
到
着
後

に
企
画
展
「
江
戸
時
代
の
印
譜
―
」

を
鑑
賞
。
そ
の
後
、
書
家
で
篆
刻
作

家
で
も
あ
る
佐
藤
法
雄
ル
・
サ
ロ
ン
・

ブ
ラ
ン
代
表
の
指
導
の
も
と
、
篆
刻

実
技
体
験
に
挑
戦
、
各
自
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
落
款
を
制
作
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
民
族
資
料
館
な
ど
も
見
学
出
来
、

和
や
か
で
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
秋
も
新
し
い
プ
ラ
ン
を
企
画
し

ま
す
の
で
、　

ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お
待

ち
下
さ
い
。

　

白
堊
歌
会
は
、
新
代
表
に
星
邦
彦

（「
白
堊
應
援
団
30
」管
理
人
）が
就
任
、

「
白
堊
應
援
団
30
」
内
に
「
白
堊
歌
会

の
部
屋
」
を
新
設
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
歌
会

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。（http://

9324.teacup.com
/gogyouka/bbs?

）。

　

こ
の
「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」は
、「ｅ

在
京
白
堊
会
」（
詳
細
は
本
紙
最
終
面

白
堊
歌
会
─

Ｗ
Ｅ
Ｂ
歌
会
に
リ
ニュ
ー
ア
ル

を
ご
参
照
下
さ
い
）
に
も
リ
ン
ク
し

て
お
り
、
か
ん
た
ん
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。
こ
の
作
品
掲
示
板
は
、
五

行
歌
に
限
ら
ず
、
俳
句
や
川
柳
、
短

歌
な
ど
も
投
稿
で
き
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
投
稿
下
さ
い
。

　

な
お
、
白
堊
歌
会
は
、
白
堊
芸
術

祭
に
お
け
る
作
品
展
示
と
、
野
口
田

鶴
子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
宮
澤
賢
治
と

（
五
行
）
歌
の
朗
読
」
は
引
き
続
き
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様

の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▶「
２
０
１
４
白
堊
芸
術
祭
」に
お
け
る
五
行
歌
展
示

昨年の在京白堊会ゴルフ大会参加者

佐藤法雄（容齋）さんの指導で篆刻実技体験

古河市篆刻美術館前にて

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

●
み
や 

こ
う
せ
い
さ
ん
（
Ｓ
31
卒
）

   『
藍
を
謳
う
』（
未
知
谷
）
を
刊
行

　

本
書
の
副
題
は
「
藍
染
め
の
里
・
羽

生
の
自
然
、
人
、
こ
こ
ろ
」。
江
戸
・
明

治
・
大
正
・
昭
和
と
受
け
継
が
れ
、
未

来
を
模
索
す
る
羽
生
の
藍
染
め
産
業
。

著
者
は
現
場
に
四
季
を
通
じ
て
何
度
も

足
を
運
び
、
ひ
た
む
き
な
人
々
の
暮
ら

し
、
そ
し
て
利
根
川
が
育
む
純
真
無
垢

な
自
然
を
活
写
し
た
。
詳
細
は
在
京
白

堊
会
前
会
長
・
馬
場
信
さ
ん
（
Ｓ
41

卒
）
の
ブ
ロ
グ
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
ノ
ー
ト
」

２
０
１
５
年
２
月
16
日
を
参
照
の
こ
と
。

（
写
真
：
同
ブ
ロ
グ
よ
り
）

●
細
川
久
昭
さ
ん
（
Ｓ
31
卒
）

   

写
真
集『
小
さ
な
窓
か
ら
』を
刊
行

　

撮
影
の
瞬
間
に
ミ
ラ
ー
が
上
が
る
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
瞬
間
の
被
写
体
を
撮
影
者
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
中
学
か
ら
写
真
を
撮
り
始

め
た
と
い
う
著
者
は
、
そ
こ
に
生
じ
る
わ

ず
か
な
タ
イ
ム
ラ
グ
が
我
慢
で
き
ず
に
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
瞬
間
の
被
写
体
を

光
学
的
に
直
接
見
る
こ
と
の
で
き
る
レ
ン

ジ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
カ
メ
ラ
に
こ
だ
わ
り
、

一
瞬
の
世
界
を
凝
視
し
続
け
て
き
た
。
副

題
の
「
レ
ン
ジ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
の
人

た
ち
」
に
は
、
著
者
の
そ
う
い
っ
た
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
写
真

集
を
手
に
取
れ
ば
、
そ
の
違
い
と
は
何
で

あ
っ
た
か
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

未知谷 刊・みやこうせい 写真・文 
Ａ４横判上製オールカラー
150 頁　3,000 円（税別）

B4 変型 100 頁
2,000円（税別）
問合せ先・川口印刷工業
019-632-2211
千葉直見（S54卒）

（
※
２
面
か
ら
続
く
）
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編
集
後
記

大
学
院
で
東
洋
音
楽
を
研
究
し
、
日
本

初
の
音
楽
学
博
士
と
な
っ
た
。
啄
木
の

一
歳
年
長
で
、
日
本
と
西
洋
を
率
直
で

曇
り
な
い
視
点
で
見
詰
め〝
音
楽
〞や〝
言

葉
〞
と
格
闘
し
た
こ
と
か
ら
「
音
楽
格

闘
家
」
と
評
さ
れ
た
。
本
書
は
こ
の
〝
愛

す
べ
き
奇
人
〞
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
、

丹
念
な
調
査
・
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に

し
た
兼
常
清
佐
の
伝
記
。
著
者
の
熱
意

も
一
緒
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

●
高
橋  

温
さ
ん
（
Ｓ
35
卒
）

   『
金
融
再
編
の
深
層
』
を
刊
行

　
政
治
の
圧
力
が
か
か
っ
た
長
銀
と
の

合
併
交
渉
な
ど
、
今
で
も
語
り
継
が
れ

る
金
融
再
編
、
金
融
危
機
の
深
層
を
本

人
の
口
か
ら
語
っ
た
本
書
。
読
み
物
と

し
て
も
話
題
に
な
っ
た
『
半
沢
直
樹
』

を
し
の
ぐ
面
白
さ
。
必
見
の
書
で
す
。

〈
編
集
後
記
〉
白
堊
同
窓
会
と
在
京
白

堊
会
の
ト
ッ
プ
鼎
談
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
気
に
い
っ
そ
う
交
流
が
深
ま
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　
　

  （
Ｙ
）

　
在
京
白
堊
会
の
サ
イ
ト
構
成
は
、

現
在
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
新
の
サ
イ
ト
の
構
成
と
操
作
方
法

を
左
に
書
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
在
京
白
堊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

…
…
公
式
サ
イ
ト  http://w
w
w
.

hakua.org/tokyo/

在京白堊会 サイト関連図

在京白堊会公式ホームページをご覧になっていますか。
当ホームページは藤井新事務局長の下、大幅にリニュー
アルされ、内容が一段と充実しました。会員のさまざ
まな活動や、母校、白堊同窓会の最新情報などがタイ
ムリーにアップされています。また、掲示板には皆様
が情報を書き込めますので、便利にご活用下さい。

▼
在
京
白
堊
会
お
知
ら
せ
集
約

ペ
ー
ジ
…
…
関
連
サ
イ
ト
の
更
新

情
報
集
約
表
示

▼
在
京
白
堊
会
掲
示
板
…
…
公
式
掲

示
板

・
部
活
動
サ
イ
ト
…
…
在
京
白
堊
会

公
認
部
活
動
情
報
表
示

・
各
年
次
サ
イ
ト
…
…
各
卒
業
年
次

の
活
動
情
報

・
各
年
次
掲
示
板
…
…
各
卒
業
年
次

の
掲
示
板

▼
在
京
白
堊
会
Ｓ
Ｎ
Ｓ
…
…

　
白
堊
全
体
の
会
員
に
ク
ロ
ー
ズ

し
た
情
報
交
換
（
白
堊
友
の
会

http://w
w
w
.hakua.org/

）

※
画
面
及
び
操
作
方
法
は
左
の
囲
み

コ
ー
ナ
ー
を
ご
参
照
下
さ
い
。

《お知らせ集約ページ》http://hakua.pmp-jp.com/
▶ 在京白堊会公式ホームページのトップページ「e在京白堊会サイト」をクリックして下さい）

在京白堊会ホームページの活用を！

藤井則夫事務局長（S47卒）

《画面の操作方法》
① 在京白堊会お知らせ集約サイトのトップＵＲＬ。
② マウスオンまたは長押しタップで下位メニューが表示される。
「お知らせ」自体のクリックまたはタップでは、他の画面の
「TOP」のクリックや、タップと同様に部活動（白堊歌会を含
む）と公式掲示板の最新情報の表示になる。

③ 公式掲示板の最新投稿タイトルが10件まで表示される。
④ 各年次掲示板の最新投稿を年次別に集約し表示する。（各年次
５件）。マウスオンまたは長押しタップで下位メニューが表示される。

⑤ 目的の年次を選択し最新投稿を表示する（当該年次10件）。
　 Ｎｅｗ！(n)：1カ月以内の更新件数(n)。
・メニュー行の末端の「？」をクリックすると、操作方法自体が表示されます。

《個別記事表示の操作方法》
① 当該ページ内の年次開始行へ一気にスキップする。
② 投稿は、リンク先の原掲示板へ飛んで実施できる。
③ 最初はタイトルだけが表示されており、ここをクリックす
ると記事が表示される。
先頭の▼は、マウスカーソルを乗せると、記事をチラ見できる。
先頭の▼にマウスカーソルを乗せ、はずすことで、畳むワザにも使える。

④ 表示された展開記事を、タイトルだけにしてたたむ。
⑤ 当該ページの先頭にもどる。
⑥ このような記事タイトルをクリックすると、原記事のペー
ジが表示される。

《ご参考》※随時入替の可能性があります。
・これ読んで……難読漢字の読みを辞書で調べる。結果は、
上のメニュー行配下に表示される。

・会報・バックナンバー……創刊号から最新号まで、インデッ
クスページが表示され、各号を表示できる。

・盛岡経済新聞……当該サイトへ飛ぶ。
・岩手日報Web News（更新日 更新時刻）……サイトから
最新記事（更新時刻）をピックアップし、タイトルを表示して
いる。タイトルをクリックすると、記事ページへ飛ぶ。

　

ラ
グ
ビ
ー
の
２
０
１
９
年
Ｗ
杯
日
本
大

会
の
開
催
地
に
釜
石
市
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
快
哉
を
叫
ん
だ
同
窓
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
東
京
に
い
る
だ
け
で
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
岩
手
に
身
を
置
い
て
い
る
と

復
興
の
足
音
が
日
々
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
岩
手
に
拠
点
を

移
し
て
出
版
し
た
第
一
号
の
『
明
月
（
ク

リ
ス
タ
ル
ム
ー
ン
）』
も
、
さ
さ
や
か
な

が
ら
、
復
興
を
目
指
す
〝
岩
手
か
ら
日
本

初
〞
を
実
現
し
た
出
版
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
台
湾
の
現
代
小
説
を
日
本
語
で

読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日

本
で
初
め
て
本
書
が
翻
訳
出
版
さ
れ
、
そ

れ
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
の

あ
と
、
台
湾
は
諸
外
国
の
中
で
い
ち
ば
ん

多
く
の
義
捐
金
を
お
く
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
岩
手
を
訪
れ
る
外
国
人
も
、
台
湾

か
ら
の
観
光
客
が
ト
ッ
プ
で
す
。
啄
木
の

縁
で
実
現
し
た
本
書
の
出
版
に
は
、
岩
手

の
復
興
応
援
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
す
ま
す
交
流
が
深
ま
る
台
湾
と
岩

手
、そ
し
て
日
本
。台
湾
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

小
説
の
翻
訳
で
あ
る
『
明
月
』
が
架
け
橋

と
な
っ
て
、
さ
ら
に
強
い
信
頼
と
友
情
で

結
ば
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
Ｙ
）

四六判並製408ページ
桜出版2,000円（税別）
八重洲ブックセンター本店、
ネット書店ほかで発売中
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